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新型コロナウイルスの発生から 3
年余りが経ち，政府は，新型コロナ
ウイルスの感染法上の分類を 5 月 8
日から，季節性インフルエンザと同
じ「5 類」に引き下げました。これ
により感染者の外出自粛や医療費の
負担，マスク着用の緩和，医療機関
への受診など，これまでと対策が大
きく変わります。建設業界において
も新型コロナウイルスの感染防止の
ための取組みを継続しながら，今後
は徐々に新型コロナ発生前の労働環
境に戻りつつあります。

さて，6 月号は，「維持管理・長
寿命化・リニューアル」がテーマで
す。我が国のインフラは，高度成長
期以降に整備されており，今後，建
設から 50 年以上経過する割合は急
速に増加し，老朽化するインフラを
戦略的に維持管理・更新することが
求められています。また，2012 年
の笹子トンネルの天井板崩落事故を
契機に，2013 年を社会資本メンテ
ナンス元年に位置付け，2014 年に
インフラ長寿命計画を策定し，イン
フラの老朽化対策に係る取組みを推
進してきています。これまでの取組
みに加え，予防保全への本格転換や，
新技術の活用，インフラの集約・再
編などの実現に向けた取組みが官民
をあげて行われているところです。

巻頭言は岐阜大学の内田先生に
「想定外」と題して寄稿して頂きま
した。本文中にありますように，構
造物はその時の示方書や規基準にし
たがって設計，施工が行われていま
すが，現行の規基準を満たすことは
最低限で，将来にわたって構造物を
保証するものではないこと，最新の
基準ですら発展途上であること，少
なくとも想定外もあるという今の技
術レベルを正しく認識し，技術の向
上やメンテンナンスの継続と必要性
についてお示し頂きました。

行政情報では，「社会資本メンテ
ナンス元年」から今年で 10 年目を
迎え，これまでの取組みのレビュー
を行い，持続可能なインフラメンテ
ナンスの実現に向けた，地域インフ
ラ群再生戦略マネジメントに関する
提言の内容と今後の取組みについて
執筆頂きました。

技術報文は，道路・トンネル，ダム・
河川，下水道・水路，橋梁・港湾に
分類し，点検診断技術，リニューア
ル技術，モニタリング技術など，多
岐にわたり 15 編を掲載しています。

今号で紹介させて頂いた様々な最
新技術が，日本の社会インフラメン
テナンスの一助となれば幸いです。

最後になりましたが，ご多忙中に
も関わらず，快く執筆・寄稿して頂
きました関係者の皆様に心より御礼
を申し上げます。

 （松本（清）・松本（政））

7 月号「建設施工のDX特集」予告
・参事官（イノベーション）の業務紹介　・舗装工事の品質管理の高度化に資する技術に関する
技術公募について　・建設 DX を実現する技術，開発体制，プロセス　・屋内外のパーソナルモ
ビリティ自律走行の実現に向けデジタルツインの構築と実証　・建設施工段階における汎用デジ
タルツインの構築とその実務利用　・生産性向上に資するサプライチェーンマネジメントシステ
ム開発　・山岳トンネル CIM 総合管理システムによる現場管理の高度化　・施工現場の 3 次元
点群データにおける建機の除去と補完技術　・協調運転制御システム「T-iCraft」を南摩ダム本
体建設工事に導入　・CAT COMMAND コンソールとステーションについて　・建機の遠隔操
作 K-DIVE について　・UAV グリーンレーザ計測の建設工事への適用性検証報告　・AI による
シールド工事の計画・施工の省力化




